感染症内科卒業試験2004
問1 慢性腎不全の透析患者で罹患頻度の高い感染症はどれか。
a)結核症
b)C型肝炎
c)カリニ肺炎
d)単純ヘルペスウイルス感染症
e)梅毒
1.(a,b)、2.(a,e)、3.(b,c)、4.(c,d)、5.(d,e)
a)○　慢性腎不全、長期透析患者の合併症として、免疫不全による易感染性、結核の再発が知られる（朝倉、YN）
b)○　長期透析患者には、輸血歴や透析中の汚染により、B・C型肝炎の合併が多い（朝倉）
c)×　yearnoteに腎との関連の記述はない。
d)×　yearnoteに腎との関連の記述はない。
e)×　B型ウイルス性肝炎、梅毒、マラリアは膜性腎症の原因。
（答）1.(a,b)


問2 術後感染症の起炎菌について正しいものはどれか。
a)緑膿菌は嫌気条件下では発育できない。
b)MRSAは腸炎の原因となる。
c)Serratia marcescensは院内感染の原因菌である。
d)腸球菌は腸管常在菌ではない。
e)Bacteroides fragilisは膿瘍を形成しにくい。
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)
a)○　緑膿菌はグラム陰性桿菌、偏性好気性で芽胞は形成しない。
b)○　MRSA腸炎にはバンコマイシンを経口投与する。
c)○　Serratia marcescensはグルコン酸クロルヘキシジンや塩化ベンザルコニウムなどの低水準消毒薬に対して、抵抗性を示す場合があるので病院感染の起炎菌として重要である。
d)×　腸球菌は腸管常在菌で、通常の健康な人は、VREに汚染された食肉を食べても問題ない。しかし、重病や大手術の直後などで抵抗力が落ちると重度の敗血症を起こす恐れがある。
e)×　Bacteroides fragilis を代表とする嫌気性無芽胞グラム陰性桿菌は､ 各種膿瘍形成性感染症､ 菌血症などで問題となり､ 好気性菌との混合感染の形をとることが多い。
（答）1.(a,b,c) 

問3 結核について正しいものはどれか。
a)結核菌の感染後、そのまま発病するのは10%以下である。
b)結核菌がリンパ行性に全身に散布した場合粟粒結核と呼ぶ。
c)エイズに合併した結核ではツベルクリン反応は通常強陽性化する。
d)エイズに合併した結核では空洞形成が多い。
e)結核を発病する場合には結核菌の感染後1～2年以内が最も多い。
1.(a,b)、2.(a,e)、3.(b,c)、4.(c,d)、5.(d,e) 
a)○　通常の健康体で初感染から発病するのは５％くらいである。ちなみに結核感染者が一生のうちに結核を発病する確率は10%くらい。
b)×　粟粒結核は結核菌が血行性に全身に散布された状態である。
c)×　ＨＩＶ感染では防御反応に関与する細胞が無くなるため、過敏反応が起こらない、そのためツ反は陰性で空洞形成もみられない。
d)×　c)参照。
e)○　発症は感染直後が多く、次第に少なくなるが10年以上後に発症することもある（YN) 感染者は５か月～18か月頃に発病する人が多い。
(答)2.(a,e) 


問4 肺結核症において排菌の可能性の高い病変はどれか。
a)空洞病変
b)結核腫
c)粟粒結核
d)乾酪性肺炎
e)気管支結核
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)
(テーマ）結核感染のリスク（排菌するもの、しにくいもの）
a)×:潜伏状態であり、感染力は弱い。
b)×:
c)○:全身に広まっており、感染力も強い。
d)○:
e)○:肺よりも近い部位に結核菌が存在し、飛ぶリスクも大きい。
(答)5(c,d,e)


問5 BCGについて正しいものはどれか。
a)BCGワクチンは結核感染を予防する効果がある。
b)BCG接種に用いられる菌は生菌である。
c)BCG接種後のツベルクリン反応の強さと予防効果には相関はない。
d)成人ではBCG再接種により予防効果が増強する。
e)結核菌塗抹陽性患者との接触直後にツベルクリン反応が陰性であった小児への感染予防のためのBCG接種は有用である。
1.(a,b)、2.(a,e)、3.(b,c)、4.(c,d)、5.(d,e)
a)×　BCGの結核感染予防効果は立証されてはいない。しかし、結核性髄膜炎や粟粒結核等の小児の重篤な結核に対する発病予防効果はきわめて高く、80～90％程度防ぐことができる。
b)○　BCGは生ワクチン。ウシ型結核菌を弱毒化。
c)○　反応の強さと免疫(=発病予防効果)との間には関連が認められていない。
d)×　ＢＣＧ再接種は有効性の根拠がなく、世界保健機関（ＷＨＯ）なども廃止を勧告している。
e)×? 接触により感染していれば、おそらく意味ない気がします。
（答）3.(b,c)

問6 ウイルス肝炎について正しいものはどれか。
a)C型慢性肝炎患者のほとんどが肝細胞癌を発生する。
b)B型急性肝炎の原因としては性交渉による感染が多い。
c)海外渡航歴の無いE型急性肝炎の国内発生が散見される。
d)B型慢性肝炎治療の第一選択は逆転写酵素阻害薬である。
e)C型急性肝炎の約30％が持続感染を起こす。
1.(a,b)、2.(a,e)、3.(b,c)、4.(c,d)、5.(d,e)
a)×
b)○　二番目が医療従事者の針刺し事故（朝倉）
c)○　近年、全く海外渡航歴の無いE型肝炎症例が日本やアメリカなどの先進国で報告されている。
d)×?　ラミブジンは逆転写酵素阻害薬だが・・・



       e)×　C型急性肝炎の70～80％が慢性肝炎に移行
（答）3.(b,c)


問7 次の中から正しいものを2つ選べ。
1 ツツガムシ病の治療においては、ペニシリン系抗菌薬が第一選択である。
2 ツツガムシ病においては、一般に発熱は軽度(37℃台)である。
3 アメーバ性大腸炎は、粘血便、下痢、テネスムス、排便時の下腹部痛が主症状である。
4 マラリアでは、発熱、貧血、脾腫を認めることが多い。
5 梅毒の治療を行うと、TPHA(Treponema pallidum haemagglutination assay)値はすみやかに低下するので、治療効果の判定に使用できる。
1×　ツツガムシ病の治療薬はテトラサイクリン（first choice）、クロラムフェニコール。ペニシリン、セフェム系は無効。
2×　発熱は数日で39～40°Cに達し、激しい頭痛、悪寒、全身倦怠、食欲不振、筋肉痛、関節痛、結膜充血、咽頭発赤、下痢・嘔吐などを伴う。約2週間弛張または稽留したのち徐々に解熱する。
3○　原因不明の腸疾患や潰瘍性大腸炎として治療を受けていることが多い。
4○　マラリアのtriasは、熱発作、貧血、脾腫。
5×　FTA-ABS,TPHAともに、いったん陽性になれば、終生陰性化しない。
（答）3,4 


問8 次の中から正しいものを2つ選べ。
1 我が国において、サイトメガロウイルス感染経路の50%以上は性感染である。
2 肝移植の場合は、サイトメガロウイルスに対する抗体が、ドナー陽性、レシピエント陰性の場合が移植後サイトメガロウイルス感染のハイリスクである。
3 免疫力正常の人におけるサイトメガロウイルス初感染では、網膜炎の検索が重要である。
4 EBウイルスによる伝染性単核球症は、学童期に好発する。
5 EBウイルスによる伝染性単核球症において、細菌感染の合併が疑われる場合、ペニシリン系抗菌薬の使用は原則的に避けるべきである。
(テーマ）不顕性感染を起こしやすいウイルス（EB,CMV)
1×:大半は不顕性感染（幼少時が主）で初感染する。
2○:ドナー肝にウイルスが入っており、Recipient側にそれを防ぐ免疫機構がないため。
3×:易感染者の場合。健常者はたいてい不顕性感染。
4×:思春期以降(大抵15歳以上）の初感染の場合に発生する。
5○:ほぼ全ての患者に発疹が起こるといわれ（特にABPC）、危険。
(答)2,5 


問9 次の中から正しいものを2つ選べ。
1 麻疹では38℃以上の発熱が認められることが多い。
2 麻疹において、皮疹が消退傾向になると、頬粘膜にコプリック班とよばれる周囲に発赤を伴う灰白色の小斑点が通常出現する。
3 先天性風疹症侯群では、伝音性難聴が認められることが多い。
4 妊婦が妊娠後期に風疹ウイルスに感染すると先天性風疹症侯群を発症するリスクが高い。
5 ムンプスウイルスは、無菌性髄膜炎の際に鑑別すべきウイルスの一つである。

1○　麻疹の発熱はニ峰性（カタル期と発疹期）で、発疹期の発熱は39.5℃以上となる。
2×　Koplik斑の消失後、発疹を生ずる。
3×　感音性難聴をきたす
4×　妊娠16週までの風疹初感染により生じる。
5○　ウイルス性髄膜炎は無菌性髄膜炎の大部分を占める。mumpsはウイルス性髄膜炎の10％を占める。
（答）1,5 


問10 次の中から正しいものを2つ選べ。
1 アマンタジンは、インフルエンザA型のみに有効であり、耐性ウイルスの出現率が低い。
2 高齢者においては肺炎がもっとも重要なインフルエンザの合併症である。
3 急性HlV感染症では、伝染性単核球症様の病態を呈することがある。
4 HIV感染症において、HIV-RNA量(HIVウイルス量)は、病気の進行度を表す指標と考えられている。
5 HIVに感染している症例が、口腔カンジダ症に罹患した場合、AIDSと診断される。

1×　アマンタジンはＡ型インフルエンザウイルスのみに効果があり、投与するときわめて高率に耐性ウイルスが出現する。
2？　脳炎も大事な合併症である。
3○　症状の中心は発熱、リンパ節腫脹、咽頭炎、筋肉痛であり、ひどい風邪、インフルエンザ、伝染性単核球症と非常に良く似た症状である。
4○　血清ウイルス定量は予後因子として重要であり、治療効果の判定にも有用である。
5×　口腔カンジダ症はAIDS指標疾患に入っていない。食道、気管、気管支、肺カンジダ症はAIDS指標疾患。
（答）3,4 


問11 次の中から正しいものを2つ選べ。
1 咽頭結膜熱は、アデノウイルス3型が代表的原因ウイルスの一つである。
2 手足口病は、アデノウイルスが2大原因ウイルスの一つである。
3 アデノウイルスは流行性角結膜炎の原因ウイルスである。
4 ヘルパンギーナはおもにHSV(単純ヘルペスウイルス)1型感染により発症する。
5 口唇ヘルペスの大部分はHSV(単純ヘルペスウイルス)2型が原因ウイルスである。
(テーマ）アデノウイルス、ヘルペスウイルス
1○:プール熱。急性の発熱(38℃)も、5日ほどで治る。
2×:コクサッキーウイルスA16、エンテロウイルス71が主な原因。
3○:8型が多い。1-4週持続し、タオル等で容易に伝染する。
4×:コクサッキーウイルス(A1-10,16,22)による。発熱と咽頭発赤、1週で治癒。
5×:基本的には1型：口、脳炎　2型：STDといわれる。（先進国では例外あり）
(答)1,3


問12 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」での疾病分類の組み合わせで正しいものはどれか。
a)痘そう-1類感染症
b)マラリア-2類感染症
c)毒素原性大腸菌感染症-3類感染症
d)Q熱-4類感染症
e)後天性免疫不全症候群-5類感染症
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)
（テーマ）感染症新法（2003年11月15日施行）
a)○　SARS、痘瘡が2003年改正により新たに1類感染症に加えられた。
b)×　マラリアは４類感染症。
c)×　毒素原性大腸菌感染症は感染症新法に記述はない。腸管出血性大腸菌感染症は３類感染症。
d)○　１類～４類感染症は、診断後、直ちに届出をす。全数把握である。
e)○　AIDSは５類感染症の中でも全数把握疾患である。
（答）3.(a,d,e) 


問13 疾患名とその疾患で分離される頻度のもっとも高い病原微生物名の組み合わせで正しいものはどれか。
a)カテーテルによる血流感染-表皮ブドウ球菌
b)単純性尿路感染症-大腸菌
C)成人の化膿性髄膜炎-肺炎球菌
d)小児(生後6ヶ月から6歳まで)の髄膜炎-大腸菌
e)20歳代の市中肺炎-肺炎クラミジア
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)

a)○　
b)○　
c)○　6歳以上～高齢者では肺炎球菌、髄膜炎菌（YN)。
d)×　0～3ヶ月の新生児期はB群溶連菌・大腸菌。乳幼児期にはインフルエンザ菌、肺炎球菌（文光堂 小児科学490)
e)×　若年者に多い市中肺炎はマイコプラズマ肺炎。
（答）1.(a,b,c)


問14 左に示した疾患名と右に示した所見が関連のある組み合わせはどれか。
a)腸チフス-徐脈
b)梅毒-バラ疹
c)感染性心内膜炎-Osler結節
d)ライム病-遊走性紅斑
e)Q熱-刺し口
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)

a)×　腸チフスの三徴は、比較的徐脈、バラ疹、脾腫。通常高熱になると、脈は速くなるが、腸チフス患者では高熱にも関わらず、脈が速くならない。これを比較的徐脈という。（一応、少しは頻脈になっているため、徐脈ではない。）
b)○　バラ疹は直径約１ｃｍ大の楕円形の淡紅色斑で躯幹を中心にほぼ全身に散在性に出現する。自覚症状はなく、数週で自然消退するために見過ごされることが多い。
c)○　Osler結節は手指の末端の腹側にできる赤色～紫色の有痛性の結節でありIEの有名な随伴症状であるが、最近ではほとんど見られない。
d)○　遊走性紅斑はライム病の感染初期にみられる。マダニが媒介。
e)×　主に病原体を含む粉塵の吸入によって感染する。次いで、生乳や乳製品などから。希に、保菌ダニの糞塵吸入や咬傷などから感染。刺し口はツツガムシ病で見られる。
（答）4.(b,c,d) 


問15 64歳男性。腸穿孔のため汎腹膜炎を併発し、緊急手術を施行した。術前WBC19,900/μl、CRP 27.2mg/dlであった。抗菌薬を投与する前に起炎菌として想定すべき細菌名を以下の中からもっとも適切な組み合わせを選べ。
a)Streptococcus pneumoniae
b)Staphylococcus aureus
c)Escherichia coli
d)Enterococcus faecalis
e)Bacteroides fragilis
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)

a)×　肺炎球菌。腸で生息するという記述は見つかりませんでした。
b)×?　MRSAなら○か…?
c)○　大腸菌。腸管出血性大腸菌など。
d)○　腸球菌。VREの院内感染が最近問題となっている。
e)○　バクテロイデスは腸内常在菌。先に増殖した好気性菌が酸素を消費したのち嫌気性菌であるバクテロイデスが増殖する。
（答）5.(c,d,e)

問16 起炎菌が不明の場合、嫌気性菌の関与も考えて抗菌薬を選択する必要がある感染症を以下の中からもっとも適切な組み合わせを選べ。
a)誤嚥による肺炎
b)肺膿瘍
C)急性中耳炎
d)急性心内膜炎
e)diabetic foot(糖尿病性軟部組織感染症)
1.(a,b,c)、2.(a,b,e)、3.(a,d,e)、4.(b,c,d)、5.(c,d,e)

a)○　口腔内常在菌であるペプトストレプトコッカスの誤嚥で肺炎を起こす。
b)○　肺膿瘍の3大起炎菌はブドウ球菌、大腸菌、嫌気性菌（ブドウ大嫌いと覚える　by QB）
c)×　肺炎球菌、インフルエンザ桿菌など　
d)×　黄色ブドウ球菌が多い　
e)○　グラム陽性の連鎖球菌や、黄色ブドウ球菌が起炎菌である可能性が高いが、開放創でない場合嫌気性菌の関与も考慮する必要がある。
（答）2.(a,b,e)
問17 以下の抗菌薬のなかで腎機能障害がある患者に対し投与量を調節する必要がある薬剤を1つ選べ。
1.ゲンタマイシン(アミノグリコシド系)
2.セファゾリン(セフェム系)
3.イソニアジド(抗結核薬)
4.アンピシリン(ペニシリン系)
5.レボフロキサシン(ニューキノロン系)
（テーマ）腎機能低下に伴う投与量の修正は臨床上、尿中未変化体の排泄率が70%以上の薬物が対象となることが多く、βラクタム薬、アミノ配糖体薬やフルオロキノロン薬などの腎排泄性が高い薬剤である。
a)○　ゲンタマイシンは腎毒性があり、腎不全時に投与すると腎毒性が増大する。
b)○　第一世代セフェムはほとんどが腎排泄性。通常より少なめにする。
c)×　副作用は肝障害、末梢神経炎。
d)×　副作用はアナフィラキシー、出血性腸炎、大量投与でてんかん発作
e)○　腎排泄性なので、血中濃度に気をつける必要がある。

（答）1,2,5のいずれか？

問18 40歳既婚男性が1ヶ月続く発熱を主訴に来院した。発熱の原因を調べたところHIVに感染していることが判明した。次のうち.担当医の対処で誤っているものを選べ。
a)感染症予防法に基づき5類の届出をした。
b)他人への感染を防止するため食器を共有しないように告げた。
c)男性には秘密で、男性の妻に連絡を取り抗HIV抗体検査を受けるように指示した。
d)HIV感染症の状態を把握するため、男性のHIVウイルス量やCD4T細胞数の測定を行った。
e)HIVに関連した日和見感染症の有無について検索を行った。
1.(a,b)、2.(a,e)、3.(b,c)、4.(c,d)、5.(d,e)

a)○？　感染症新法には、後天性免疫不全症候群つまりAIDSを発症した場合、５類感染症として届け出をすることになっている。HIV感染だけではだめ（？）。
b)×
c)×
d)○
e)○
（答）3.(b,c) 

問19 細菌性食中毒は,食物に付着した細菌またはその産生する毒素を食物とともに経口摂取することによって起こる疾病で,しばしば集団発生する。発症様式の違いによって,3つの型に分類される。代表的な菌種を書いてある次のA,B,Cそれぞれの型について述べよ。

A:サルモネラ属(Salmonella enteritidis,Salmonella typhimuriumなど),腸管出血性大腸菌(enterohemorrhagic E.coli;EHEC)、カンピロバクター属 (Campylobacter jejuni,Campylobacter coli)
B:腸炎ビブリオ(Vibrio parahaemolyticus),エルシニア(Yersinia enterocolitica)
C:黄色ブドウ球菌(Staphylococcus aureus)、ボツリヌス菌(Clostridium botulinum)

YN K-2参照　　Ｃは菌体外毒素産生型でいいとして、ＡとＢの分類がよくわからない。 

問20 次の疾患とその治療の組み合わせのうち誤っているものの番号を記せ。
1.赤痢アメーバ症-メトロニダゾール
2.性器クラミジア感染痒-ペニシリン系薬
3.性器ヘルペス症-アシクロビル
4.膣トリコモナス症-メトロニダゾール
5.尖圭コンジローマ-アシクロビル
6.梅毒-ペニシリン系薬
7.淋菌感染症-セフェム系薬

（テーマ）
1．○
2．×　テトラサイクリン
3．○
4．○
5．×　HPVによる。抗癌剤のブレオマイシンを用いる
6．○
7．○

（答） 2, 5 

